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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成28年3月31日(2016.3.31)
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【公開日】平成26年9月22日(2014.9.22)
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【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｈ   9/19     (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   3/02     (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   9/02     (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   9/215    (2006.01)
   Ｈ０３Ｂ   5/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｈ    9/19     　　　Ｊ
   Ｈ０３Ｈ    3/02     　　　Ｄ
   Ｈ０３Ｈ    3/02     　　　Ｃ
   Ｈ０３Ｈ    9/02     　　　Ｋ
   Ｈ０３Ｈ    9/215    　　　　
   Ｈ０３Ｂ    5/32     　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月16日(2016.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基部と、
　前記基部の一端側から延出している第１の振動腕および第２の振動腕と、
　前記基部の前記一端側から前記振動腕の延出方向に沿って延出しており、前記延出方向
に直交する幅方向において前記第１の振動腕と前記第２の振動腕との間に配置されている
支持腕と、
　前記基部の前記一端とは反対の他端側に設けられている単一の突出部と、
を備えていることを特徴とする屈曲振動片。
【請求項２】
　前記支持腕の幅の中心を通り前記支持腕の前記延出方向に沿っている中心線から、前記
基部の前記幅方向における端部までの距離をＬとし、
　前記中心線から前記支持腕と前記振動腕との間の中心までの距離をＸ１とした場合に、
　前記突出部は、前記中心線からの前記幅方向に沿った距離がＸ１／Ｌ－０．１Ｌより大
きくＸ１／Ｌ＋０．１Ｌよりも小さい範囲を除いた前記他端側の領域に設けられているこ
とを特徴とする請求項１に記載の屈曲振動片。
【請求項３】
　前記第１の振動腕は、前記基部から延出している第１の腕部、および前記第１の腕部の
前記基部側とは反対側の先端に設けられ、前記第１の腕部よりも幅が大きい第１の拡幅部
と、
　前記第２の振動腕は、前記基部から延出している第２の腕部、および前記第２の腕部の
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前記基部側とは反対側の先端に設けられ、前記第２の腕部よりも幅が大きい第２の拡幅部
と、を備え、
　前記支持腕の前記基部側とは反対側の先端が、前記延出方向において、前記第１の拡幅
部と前記第２の拡幅部との間が最も狭くなっている位置と前記基部との間にあることを特
徴とする請求項１または２に記載の屈曲振動片。
【請求項４】
　前記基部の前記他端は、前記支持腕の延出方向とは反対の方向に向けて幅が漸減する縮
幅部を有していることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の屈曲振動片。
【請求項５】
　基部、前記基部の一端側から延出している第１の振動腕および第２の振動腕、および前
記基部の前記一端側から前記振動腕の延出方向に沿って延出しており、前記延出方向に直
交する幅方向において前記第１の振動腕と前記第２の振動腕との間に配置されている支持
腕を備えた屈曲振動片と、前記屈曲振動片の前記基部の前記一端とは反対の他端側に設け
られている単一の連結部を介して一体化されている支持部と、を備えた構造体を準備する
工程と、
　前記連結部を切断して、前記屈曲振動片を個片化する工程と、を含む屈曲振動片の製造
方法。
【請求項６】
　前記支持腕の幅の中心を通り前記支持腕の前記延出方向に沿っている中心線から前記基
部の前記幅方向における端部までの距離をＬとし、
　前記中心線から前記支持腕と前記振動腕との間の中心までの距離をＸ１とした場合に、
　前記連結部は、前記中心線からの前記幅方向に沿った距離がＸ１／Ｌ－０．１Ｌより大
きくＸ１／Ｌ＋０．１Ｌよりも小さい範囲を除いた前記他端側の領域に設けられているこ
とを特徴とする請求項５に記載の屈曲振動片の製造方法。
【請求項７】
　前記屈曲振動片の前記基部の前記他端は、前記支持腕の延出方向とは反対の方向に向け
て幅が漸減する縮幅部が形成されていることを特徴とする請求項５または６に記載の屈曲
振動片の製造方法。
【請求項８】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の屈曲振動片と、前記屈曲振動片を発振させる発
振回路を有する回路素子とを備えることを特徴とする振動デバイス。
【請求項９】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の屈曲振動片を備えることを特徴とする電子機器
。
【請求項１０】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の屈曲振動片を備えることを特徴とする移動体。
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